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社長COOの富永満之でございます。

本日はご多用のなか、ご参加いただきましてありがとうございます。

私からは「2024年12月期第1四半期 決算のポイント」をご説明いたします。

その後、決算の詳細につきましてはCFOの林からご説明いたします。
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こちらは連結決算ハイライトとなります。

このあとのページでポイントをご説明させていただきます。
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それでは、2024年12月期第1四半期の決算のポイントをご説明します。

今回のポイントとしては、全カテゴリー、全リージョン、全チャネルで粗利益率が

改善し、その結果、各段階利益がいずれも過去最高となりました。

売上高は1,741億円。前期比で14.3%のプラス成長となり、為替影響を除いても

5%強成長しました。

粗利益率は、前期比4.3ポイント改善の54.5%となりました。

増収効果に加え 販管費コントロールも機能し、営業利益は338億円、

営業利益率は19.4%と前期比で大きく上昇しました。

当期純利益は267億円となりました。

全てのカテゴリーが好調に推移しましたが、特にスポーツスタイル、

オニツカタイガーは成長が著しく、それぞれカテゴリー利益は大幅増益、

カテゴリー利益率は30％を超過しました。



6
© 2022 ASICS Corporation. All Rights Reserved.© 2024 ASICS Corporation. All Rights Reserved.

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

6

続きまして、地域ごとの業績です。 主要地域において大幅増益となりました。

アシックスジャパンはパフォーマンスランニングやインバウンドを含む売上が好調なオ

ニツカタイガーの伸長により増収、営業利益率も販売単価の上昇や販管費率の低下

により大幅改善となりました。

欧州はエントリーモデルの絞込みが奏功し粗利益率が改善、それに伴い営業利益率も

改善となりました。

中華圏は、全カテゴリーで増収となりました。

続いて、在庫効率です。増収効果により棚卸資産回転期間は135日と前年と比較し

大幅に改善しました。

今後もキャッシュフローコミッティーや今年新設されたサプライチェーントランス

フォーメーション部などを通じて、在庫適正化に向けた取組みを継続してまいります。

最後に、資本政策についてです。

株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図るため、普通株式１株を４株とする

株式分割を実施することにしました。

これに伴い、年間配当について増配、株主優待の拡充を予定しております。
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過去５年間大きく投資してきたデジタルをフル活用したOne ASICS経営を

全社で進めていきます。ランナーをレース登録、トレーニング、商品で

フルサポートすることにより、One ASICSメンバーにより快適な

ランニングライフをエンジョイしていただきます。

「OneASICS経営」推進のため、これまでの日米欧豪を中心とするプログラムの会員

数に、中国・インドなどで展開するローカルプログラムの会員数を加え、

OneASICS会員として開示することにいたしました。

また、個人情報の取り扱いの観点から2年以上ご利用のない会員様につきましては、

アカウントを失効、データを削除しております。

今後の成長が大いに期待されるインドでは、現地のスタートアップ企業を対象に

協業アイデアを募集するピッチイベントをスタートアップ企業への出資を行う

アシックスベンチャーズとともに開催いたしました。

最優秀賞に選定したのは「 」というライブビデオコマー

スやライブ足形測定技術を持つ企業です。協業を開始し、早期に新しい取り組みをご

報告できるよう、進めてまいります。
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世界各地の主要なマラソン大会において、アシックスのシェアは上昇傾向にあります。

東京マラソンでは、シェアが39％となったほか、男子では3名のアシックス契約選手

がトップ5入り。

オリンピック/パラリンピックに向けて盛り上がりを見せた4月のパリマラソンでは、

男子、女子ともにアシックス契約選手が1位となりました。

どの選手もCプロジェクトが手掛けるメタスピードシリーズのシューズを着用し、素晴

らしい結果を残しています。
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4月のパリマラソンに合わせて、フェスティバルオブランニングを開催いたしました。

新商品であるメタスピードパリをお試しいただくアシックススピードレースを

開催したほか、イノベーションエキシビジョンにてニンバスミライ等の新製品を発表い

たしました。

ニンバスミライは、クッション性を重視した高機能モデルのニンバスシリーズと同等の

品質や性能を保ちながら、各素材をリサイクルできるようにした画期的な商品です。

十分に履いていただいたシューズを回収し新たなシューズへと生まれ変わる仕組み

の構築も同時に行っています。

また、オリンピック/パラリンピックに向けて、日本・オーストラリア・ブラジルの

選手団をはじめ、競技団体や個人アスリート・パラアスリート等多くの選手のサポート

を継続しております。
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最後に株式分割についてです。

先ほどもお伝えの通り、6月30日を基準日とし、普通株式１株を４株とする

株式分割を行うことを決定いたしました。

新NISA制度も踏まえ、投資単位当たりの金額を引き下げることで、個人株主、

特にアシックスを応援してくださるファン株主を増やすことを目的としております。

また、分割に伴い、2024年12月期の配当予想額を修正、株式分割前換算では

70円から80円への修正を予定しており、10円の増配を見込みます。

株主優待についても拡充を予定しており、直営店とECの優待割引を統一しました。

また、株式分割後も引き続き100株以上保有者が対象となります。

私からの説明は以上となります。
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林でございます。2024年12月期 第1四半期 連結業績からご説明させていただき

ます。
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概要については、後ほど、ご覧いただければと思います。
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連結決算ハイライトです。

連結売上高は、過去最高の1,741億円と前期比219億円の増収でした 。

これは約14%の成長であり、為替影響を除いても約6%の伸長となりました。

売上総利益率は、従前からの「プロダクトミックス」「リージョンミックス」

「チャネルミックス」の良化に向けた取組みの成果が発現し、

前年同期比で4.3ppt改善し、前年を大きく上回る54.5%でした。

販管費は、610億円と前期比で67億円増加しましたが、増収率の範囲内と

なっております。なお、販管費率は35.1%でした。後ほど詳細をご説明します。

これらにより営業利益、経常利益、当期純利益は第1四半期において

それぞれ過去最高となりました。

年間ベースで最高益を計画する2024年において、好調な走りだしとなりました。
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販管費の状況です。

売上が増加している中でもコストコントロールの強化により、販管費率は35.1%と

計画比及び前年同期比でも良化しております。
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カテゴリー別連結売上高です。

パフォーマンスランニングはほとんどの地域で増収でした。

また、スポーツスタイルは、大幅増収となりました。全地域で好調ですが、

特に日本、北米、中華圏、東南・南アジアでは為替除きで50％を超える

成長となりました。

オニツカタイガーも、約50％の増収となり、特に日本が成長を牽引しました。
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カテゴリー利益等一覧です。全てのカテゴリーで増益でした。

カテゴリー外コストは、為替影響を除くと５億円の増加となりました。

コストオーナー体制により、増収の中でも前期比ほぼ横ばいで販管費をコントロール

できました。
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連結営業利益内訳です。

ご覧の通り全てのカテゴリーで増益となり、特にP.RUN、SPS、OTは

大幅増益となりました。
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パフォーマンスランニングです。

売上高は、約13%プラスの878億円。北米において大幅増収でした。

北米でのブランド再構築に向けてランニング専門店での販売強化に注力してきまし

たが、現地通貨ベースで前年同期比約30%の増収となりました

粗利益率は、チャネルミックスの良化等により、4.6ppt良化の52.4%。

その結果、カテゴリー利益は60億円の増益、カテゴリー利益率も26.1%と

大幅改善となりました。
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コアパフォーマンススポーツです。

売上高は、約10%プラスの248億円。全ての地域で増収となり、特に日本の

バスケットボールやサッカー、北米のテニス、欧州のインドアスポーツ等が好調でした。

カテゴリー利益率は25.7％となりました。
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アパレル・エクィップメントです。

売上は日本地域の戦略的な絞込みにより減少となっておりますが、

カテゴリー利益は粗利益率の大幅改善により、10億円の黒字でした。

黒字化の定着を確実にしてまいります。
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スポーツスタイルです。

売上高は約50%プラスの234億円。全地域でプラス成長と好調に推移しております。

粗利益率は、欧州におけるエントリーモデルの絞込みや中華圏における

高付加価値製品の好調な販売により3.7ppt良化しました。

カテゴリー利益は70億円、カテゴリー利益率は30.1%と、高収益カテゴリーとなっ

てきました。引き続き各地での引合いの強さも観測されており更なる成長が楽しみ

なカテゴリーです。
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スポーツスタイルでは、幅広い商品展開を行っています。

大きく4つの商品群を持つことで、トレンドサイクルの早いスニーカー市場における

柔軟な機会創出とリスクに対応しております。

特に、この第1四半期ではヴィンテージテックのカヤノ14（フォーティーン）や

GEL-1130が好調でした。

また、このスライドでもご紹介をしておりますが、過去のスポーツシューズの

復刻版モデルを取り込むことで、既存のデザイン等をベースとして高価格帯の商品を

展開し、利益率を高い水準で改善しております。
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最後にオニツカタイガーです。

売上高は、約50％プラスの180億円。全ての地域で増収でした。

ブランドコントロールやリテール売上が拡大したことで、粗利益率は70％を超える

比率にまで上昇、またカテゴリー利益率は約36％と大きく伸長しました。
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地域別の売上高です。

アシックスジャパンはパフォーマンスランニングやインバウンド売上が好調なオニツカ

タイガーの伸長により約20％の成長。

北米はエントリーモデルの絞込みや昨年直営店を削減した中でもランニング専門店の

大幅伸長等により、2桁成長となりました。

中華圏は、中国本部を設立した2019年以降、毎年着実に成長しております。

足元では経済指標が必ずしも強くない中、為替除きで約16%と力強く成長しました。
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地域別の連結営業利益内訳です。

ご覧の通り全地域で大幅増益となりました。
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チャネル別の売上高です。

リテールとECがそれぞれ約３０％成長したこともあり、DTC比率は34.4％となりま

した。
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連結売上高の月次推移です。

2024年4月の売上速報値は前年比約25％、為替除きでも１4％増の

557億円の見込みで、第１四半期よりも強い成長を示しております。

カテゴリー別ではP.RUN/SPS/OTが好調を維持、地域別では全地域で堅調に推移

しております。
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連結貸借対照表の状況です。

12月末時点の現預金を本年3月の社債償還および自己株式の取得などに

充当したことにより、現預金は減少しました。

また、為替影響などによる総資産の膨らみがあるものの、純利益の積上げもあり、

自己資本比率は前期末から1.7ppt上昇しました。
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連結棚卸資産残高です。

2024年3月末の棚卸資産残高は、前期末比では42億円の減少となりました。

こちらには為替影響による押し上げ50億円が含まれるため、

実質92億円の減少です。

また、今中計からKPIとして採用している棚卸資産回転日数（DIO）を

開示しております。前年同期比で25日改善となりました。
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ROAです。

売上総利益率の良化に加え、売上伸長による運転資本回転率の改善等もあり、

22.5%と大幅成長となりました。
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このスライドでは、アシックスのESGに関する取組みをご紹介させていただきます。

2023年９月に発売した温室効果ガス排出量最小スニーカーが高い評価をいただき

ました。

さらに、シューズに使われている材料をリサイクルできるようにした

ランニングシューズ「ニンバスミライ」2024年4月に発売いたしました。

今後もお客様とともにサステナビリティへの意識を高めていけるような取組みを

推進してまいります。

ガバナンスについては、2024年1月より廣田CEOが取締役会議長に就任し、

取締役会からの指摘事項に対して即座に執行サイドで検討を行い、翌月の取締役会

にて報告するサイクルを構築いたしました。
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無形資産に関する取組みも継続しております。

人的資本については、2月にもお伝えした通り、全従業員に対する

プロフィット・シェア型賞与の導入による、従業員の資本コストへの意識向上のための

仕組みを構築しました。

知的資本については、アシックスのブランド保護活動を進めており、2月にはインドで

著名商標に登録され、これまで以上に商標の保護範囲が拡大しました。

今後もより一層ブランド価値を向上、保護する取組みを行ってまいります。
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* １年間の延べ回数、スモールミーティング等への参加投資家数も含む

38

アシックスでは、株価と資本コストを意識した経営を実践しております。

2018年以降の経営改革の成果が出てきており、時価総額1兆円超が

定着してきたように思います。

一方、資本コストはJPXプライム指数構成銘柄等を参照すると、さらに引き下げる

余地があると認識しております。

資本コストを意識した取組みとして、IR活動の更なる拡充や、株式分割の実施、

資本コストを考慮した報酬制度の導入などを進めております。



© 2022 ASICS Corporation. All Rights Reserved.39

39



40

最後にIRカレンダーです。

6月18日にはオリンピック/パラリンピックを前に

CPSについてインベストメントデイを開催いたします。

第10回目となる今回は、スペシャルゲストにご登壇いただく予定です。

ぜひ、お楽しみに！

後続のページに、様々なデータがございますので、ご参考ください。

私からの説明は以上となります。ご清聴ありがとうございました。
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